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学
校
給
食
の
目
的
は
、
�
日
常
生

活
で
食
事
の
正
し
い
理
解
と
望
ま
し

い
食
習
慣
を
養
う
�
学
校
生
活
を
豊

か
に
し
、
明
る
い
社
交
性
を
養
う
�

食
生
活
の
合
理
化
、
栄
養
の
改
善
お

よ
び
健
康
の
増
進
を
図
る
�
食
糧
の

生
産
、
配
分
、
消
費
に
つ
い
て
正
し

く
理
解
す
る
―
の
四
項
目
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
学
校
・
家
庭
・

調
理
場
の
連
携
と
情
報
交
換
が
大
き

な
意
味
を
持
ち
ま
す
。

給
食
は
、
市
立
幼
稚
園
、
小
・
中

学
校
で
一
日
約
二
万
五
千
五
百
食
。

こ
れ
を
五
カ
所
の
共
同
調
理
場
で
賄

っ
て
い
ま
す
（
下
表
の
と
お
り
）。

煮
炊
き
に
は
、
焦
げ
付
か
ず
熱
伝
導

率
の
い
い
大
き
な
ス
チ
ー
ム
釜
が
使

わ
れ
、
衛
生
面
と
時
間
短
縮
、
さ
ら

に
は
お
い
し
さ
に
も
一
役
買
っ
て
い

ま
す
。
野
菜
類
は
フ
ー
ド
ス
ラ
イ
サ

ー
で
切
り
ま
す
が
、
献
立
に
よ
っ
て

は
、
手
作
業
で
何
千
人
分
も
の
ジ
ャ

ガ
イ
モ
や
サ
ト
イ
モ
を
切
る
こ
と
も

あ
る
そ
う
で
す
。

献
立
案
は
、
文
部
科
学
省
の
基
準

に
沿
い
、
各
調
理
場
で
二
人
ず
つ
、

昭
和
十
三
年
、
前
橋
市
で
最
初
の
給
食
が
桃
井
小

学
校
で
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
こ
ろ
は
、
空
腹
を

満
た
す
こ
と
が
主
な
目
的
だ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

し
か
し
六
十
五
年
の
歳
月
が
、
人
の
生
活
様
式
を
変

え
、
食
文
化
を
も
変
え
て
き
ま
し
た
。
食
事
形
態
は
、

孤
食
化
・
簡
略
化
が
進
み
、
し
好
は
選
択
肢
が
増
え
、

広
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。
そ
ん
な
目
ま
ぐ
る
し
い
時

代
の
中
で
、
教
育
現
場
で
の
給
食
の
持
つ
意
味
も
様

変
わ
り
し
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
今
回
、
わ
た
し
た

ち
市
民
編
集
委
員
は
、
学
校
給
食
の
現
状
を
西
部
共

同
調
理
場
の
福
田
栄
養
専
門
員
に
お
聞
き
し
ま
し
た
。

Vol.3

給
食
の
目
的

台
所
は

献
立
の
決
め
方

学校給食調理場別実施状況

調理場名 対象校（園）数 対象人数

中央共同調理場（上泉町） 12 4,596

東部共同調理場（荒子町） 8 3,497

西部共同調理場（総社町総社） 14 4,773

南部共同調理場（上佐鳥町） 15 6,784

北部共同調理場（青柳町） 12 5,788

計 61 25,398

みんなで一緒に食べるからおいしさも広がって…（天川小学校で）


